
充実していた２学期の活動 
コロナの心配が減り、学校や園の方は通常の学習や生活を実施することができるようになって

います。そのため、学校や園と地域との連携活動や、本会の支援活動も、以前のように制限なく

実施できるものが増えてきました。一方、コロナ後の新しい生活様式や学習に合わせて、コロナ

前とは形を変えて取り組むものもあります。学校や園の要望に応えられるよう、相談して実施し

ています。２学期の様子の一部を紹介します。 

（ミシンボランティアと芝生の世話） 

本会発足時、当初からの活動です。家庭科で、５年生は箸袋・６年生はエプロンを作る学習で、

ミシンの使い方をミシンボランティアの皆さんが支援しました。 

また、お祭り頃まで生育の著しい芝は、9～１０月に３回ほど芝刈り等の世話をしました。芝生

を守る会の皆さんが今年も維持・管理をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ふるさと学習） 
 昨年度に引き続き、３年生の総合的な学習のゲストティーチャーとして学習支援をしました。

地域や学校の歴史や伝統を、直接子どもたちに話をしました。３年生の子どもたちは、一生懸命

に真剣に話を聞いて、後日学習発表会で学んだことを発表していました。１３０周年を祝う学習

発表会において、子どもたち自身が学校や地域について調べ、分かったことや発見したことを発

表し、全校生や保護者の皆さんに広めていることを、大変嬉しく思いました。 
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（たんぽぽの会 読み聞かせ） 

 いつもは、メンバーが一人ずつ教室へ入って読み聞かせをしていましたが、「全校生で一同に

集まった体育館で、読み聞かせをお願いしたい。子どもたちに、たんぽぽのメンバー皆さんの紹

介をして、お礼を伝えたい。」という学校の要望で、今秋は、体育館で実施しました。 

 パタパタとめくるしかけでメンバーの名前の自己紹介をし、「一ノ谷池のヘビ」の話を大型紙し

ばいで、「ももたろう」の話をパズル絵本で、読み聞かせをしました。どの子も喜んで聞いてくれてい

ました。自己紹介の時は、昔の一ノ谷小学校の思い出話を一言ずつ述べたり、一ノ谷の地域にまつわ

る話をしたりし、創立１３０周年へのお祝いの気持ちを伝えました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ももたろう） 

       （一ノ谷池のへび） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たんぽぽの会では、新しいメンバーを募集しています。右上のポスターをご覧になって、興味

のある方は、一ノ谷小学校（教頭）へご連絡ください。保護者の方も大歓迎です。 

今年度も、教育相談活動として、「谷っ子相談室（改め：談話室）」を、小学校で開きます。 

２学期末の懇談会時に、以下の予定で開催します。どなたでもお気軽に、お訪ねください。 

  ○ 日時   １２月２０日（水）・２１日（木） １３：３０～１６：３０ 

  ○ 場所  一ノ谷小学校 ３F 図書室 


